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本研究の目的は，盛岡市における子育て関連の施設等の分布を示し，子育てに関する施設の利便性の高

い地域を明らかにすることである．子育て関連施設として，保育園，公園，児童館，スーパーマーケット，

歯科，医療機関の6種を用い，各種施設にカバーされる地域，すべての施設にカバーされる地域，また今

後の追加整備により高い利便性を持つ可能性のある地域として，6種のうち5種のカバー範囲に入っている

が1種のみにカバーされない地域を抽出した．その結果，0－4歳人口の約9割は，徒歩圏内に公園があるこ

一方，児童館のカバー割合は4割に満たないことが明らかになった．すべての施設の750ｍ圏にもカバーさ

れている地域の0－4歳人口は1490.1人，12.31％であった．6種の子育て関連施設のうち1種のみが欠けてい

る地域で規模が大きかったのは，児童館，スーパーマーケットのみが欠けている地域であった．児童館は

盛南地区，スーパーマーケットについては松園地区などで面積・人口規模が大きく，これらの地域に整備

または誘致を行うことで利便性の高い地域を拡大することができると考えられた． 
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1. 背景 

 

国立社会保障・人口問題研究所の推計によれば，我が

国の人口は2006年をピークとして減少してきており，

2055年には9,000万人を下回ると推計されている．少子高

齢化の進行に伴うこのような急激な人口減少は，労働力

の低下，国内需要の減少のみならず，社会保障制度の持

続性にも影響する問題である1）．出生数の低下の背景に

は，非正規雇用等による経済的基盤が弱い者の増加，共

働きの増加，女性の経済的自立等を背景とする未婚・晩

婚化などが考えられる． 

地方都市においては，少子化に大都市圏への人口流出

も加わることでさらに人口減少が進行する．日本創成会

議・人口減少問題検討分科会の推計によれば896自治体

に「消滅可能性」という衝撃的な報告がなされている． 

自治体の中には，安心して産むことができ，健全に育

てることができる良好な子育て環境づくりを行うことに

より若い世代の定住や転入を促進しようと，妊婦への手

当や医療費助成（福井県大野市），保育料補助（岡山県

里庄町）など子育てに必要なサービスを受けやすくする

制度の整備の取り組みがみられる． 

子育てを支援する各種のサービス整備にあたっては，

制度の整備と同時に，そのサービスへのアクセスのしや

すさというようなまちの環境の整備も必要であると考え

られる．日本福祉のまちづくり学会においては，2009年

から「子育ち・子育てまちづくり特別研究委員会」2）が

活動を開始し，子供連れの外出・公共交通の利用時のバ

リア等についての研究を行っている．趙ら3）は子どもと

その保護者を外出行動と環境への認識について調査し公

園，歩行空間への関心が強いことを示している． 

このような環境整備を行う際，地域全体をまんべんな

く高い水準に整備するのは効率が悪いと考えられる．自

治体の中で利便の高い地域を明らかにし重点的な整備を

行い，その地域に子育て世代の定住を誘導することが有

効であると考えられる． 

地方都市である盛岡市においても例外ではなく少子化

が進んでいる．年少人口は昭和 55 年には 60,253 人と総

人口の 23.3％であったが，平成 21 年には 39,749 人と総人

口の 13.6％まで減少した．盛岡市は結婚相談事業，保育

サービスの提供，保護者相談事業4）などの支援を行って

いるが，子育てに関する利便性についてどの地域が高い

かを明らかにすることや，それに基づくまちの環境の改

善に関するの取り組みはまだ行われていない． 

 

2. 目的 

 

本研究の目的は，盛岡市における子育て関連の施設等

の分布を示し，子育てに関する施設の利便性の高い地域

を明らかにすることにより，今後の子育て環境整備への

示唆を得ようとするものである． 
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図-１ 盛岡市の概要と小地域別0－4歳人口 

 

3. 方法 

 

（１）分析の概要 

本研究では，盛岡市において6種の子育て関連施設に

ついて徒歩でアクセスできる地域を子育ての利便性の高

い地域として抽出する．評価にあたっては，6種の施設

の距離圏にカバーされる0－4歳人口の割合を算出する． 

各種施設にカバーされる地域，すべての施設にカバー

される地域を抽出する．また今後の追加整備により高い

利便性を持つ可能性のある地域として，6種のうち5種の

カバー範囲に入っているが1種のみにカバーされない地

域についても分析を行う． 

（２）盛岡市の概要 

 図－１に盛岡市の概要と小地域別の0－4歳人口を示し

た．中心を流れる北上川の左岸に市中心部，古くからあ

る上田のまち，1970年代に開発された青山・みたけ，ニ

ュータウンとして開発された松園などの地区がある．盛

南は2013年に19年間の開発事業が完了した新しい地域で

ある．その他合併した旧玉山村の玉山地区（地図には載

せていない）などの地域からなっている． 

赤の濃淡は総務省統計局「地図で見る統計」の平成22

年国勢調査（小地域）5）の0－4歳の人口分布を示してい

る．色が濃いほど人数が多いことを表している． 

また図－２は平成12年から平成22年の0－4歳人口の増

減の状況を示したものである．青色は減少，白色はほぼ

増減なし，赤色は増加していることを示している．盛南

の一部で増加する地域が集まっていることがわかる． 

 （３）子育て関連施設 

本分析では子育て関連施設として，保育園，公園，児

童館，スーパーマーケット，歯科，医療機関の6種を用

いた．保育園は共働きを可能にする施設であり，自宅近

隣にあれば送迎の空間的・時間的制約が小さくなる．公 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-２ 平成12年から平成22年までの0－4歳人口の増減 

 

園，児童館は乳幼児の遊び場として考慮した．  

保育圏・児童館については盛岡市のＨＰ（2014年4

月）6）公園については国土数値情報ダウンロードサービ

ス7）の「都市公園」平成23年のデータを用いた．  

スーパーマーケットは直接的な子育て関連施設ではな

いが，子育て中の保護者は毎日の食事の準備の役割を担

っている場合が多い．常に子どもの生活時間に依存する

時間制約を有している8）なかで食事の準備その他の役割

を果たすためには近隣で買い物できることは負担の軽減

につながる．  

歯科，医療機関は毎日必要な施設ではないが，幼児は

予防接種，歯科検診等で受診する機会が定期的にあり，

また保育園は多数の乳幼児が集まる場であるためさまざ

まな感染症にかかることも珍しくない．そのため子育て

関連施設として重要であると考えとりあげた．歯科，医

療機関の位置についてはタウンページデータベース（平

成23年3月時点）を用いた． 

（３）カバー範囲の計算 

 趙らによれば子育て期の親子の外出は，平日は母親と

子どもで徒歩もしくは自転車により生活圏が形成される
9）．しかし元田ら10）が盛岡市で行った調査によれば自転

車は雨や雪の影響を受けやすいという特徴がある．その

ため悪天候や積雪により外出需要が潜在化する可能性が

考えられる．そのため，本分析では比較的安定して高い

利便を得られると考えられる徒歩圏を用いた．歩いて暮

らせるまちづくりに関する世論調査（平成21年）によれ

ば，「20～29歳」「30～39歳」「女性」のいずれの属性

別の集計でも最頻値は「501ｍ～1,000ｍ」であったため，

本分析では階級値である750ｍ圏を分析に用いた． 

カバー範囲の計算には，ArcGISのNetwork Analystを用

いて算出した道路距離を用いた．道路ネットワークデー

タは「ArcGISデータコレクション 道路網 岩手県版」
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を用いた．歩行の場合には傾斜の影響を受けると考えら

るため，基盤数値情報10ｍメッシュ標高データを用いて

地理情報システム上で各道路リンクに平均傾斜と表面長

を付加し，佐藤ら.11) を参考に，表面長に1+sinθ（θは

傾斜角）をかけて傾斜による負担を考慮した補正距離を

求めた． 

各施設のカバー範囲が広くても，そこに0－4歳人口が

なければ意味がないため，カバー範囲に全体のどのくら

いの割合がカバーされるかを総務省統計局「地図で見る

統計」の平成22年国勢調査（小地域）の0－4歳のデータ

を用いて計算した．カバー範囲が小地域の一部のみを覆

っている場合は覆われている面積割合で按分して人口を

求めた． 

本分析の目的は，既に居住している者がどれだけカバ

ーされているかを評価することだけでなく，今後の転入

促進を考えることも含まれる．そのため，子どもの健全

な成長に適した住宅地として良好な環境であることも条

件として検討する．国土数値情報の用途地域（平成 23

年）のデータを用いて，住宅地であることも条件に加え

た分析も行った． 

 

4. 結果 

 

（１）各施設のカバー範囲 

表－１に各施設の徒歩圏にカバーされる人口と，0－4

歳の全数 12,100人に対する割合を示した．公園，歯科の

カバー割合がそれぞれ 88.2％，73.6％と高く，最も低い

のは児童館の 36.6％であった． 

最も割合の低かった児童館のカバー範囲を 0－4 歳人

口分布（図－1），0－4 歳人口の増減（図－２）と合わ

せて示したものが図－３，図－４である．児童館のカバ

ー範囲は市中心部，上田，青山・みたけ等の地区では連

続的であるが，その他の地域では散在している． 

図－３において 0－4 歳人口の多い（赤色が濃い）地

域はほぼカバーされているが，盛南地区ではカバーされ

ていない地域がみられる．また図－４から，盛南地域の

北部や青山・みたけの西部等の地域等の 0－4 歳人口の

増加している地域でカバーされていない地域があること

がわかる． 

表-１ 各施設のカバー範囲 

施設 
徒歩圏にカバーさ

れる人口（人） 
割合（％） 

保育園 6706.7  55.4  

公園 10668.8  88.2  

児童館 4425.7  36.6  

スーパーマーケット 6770.2  56.0  

歯科 8906.6  73.6  

その他の医療機関 7584.7  62.7  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-３ 児童館の徒歩圏カバー範囲と0－4歳人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-４ 児童館の徒歩圏カバー範囲と0－4歳人口の増減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-５ 6種すべての徒歩圏にカバーされる範囲 

（２）利便性の高い地域の抽出 

 2011 年において，保育園，公園，児童館，買い物 

歯科，医療機関のいずれの750ｍ圏にもカバーされてい 
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図-６ 6種すべての徒歩圏にカバーされる範囲（住宅地） 

 

る 0－4歳人口は 1490.1人，12.31％であった．図－５は

そのカバー範囲を示したものである．市中心部，上田，

青山・みたけ等を連続的にカバーし，その他の地域では

小規模に点在している．これに用途地域における住宅地

域であるという条件を付加したものが図－６である．市

中心部ではカバー範囲が大きく減少するが他地域ではほ

ぼ減少していない．カバー範囲内はすでに 0－4 歳人口

が多いことを表す濃い赤色となっているが，松園，上

田・緑ヶ丘の一部には色の薄い部分もみられる． 

6種のうち 5種のカバー範囲に入っているが 1種のみ

が欠けている地域の面積とその地域の 0－4 歳人口を表

－２に示した．面積，カバー人口ともに児童館，スーパ

ーマーケットの順に大きいことが分かる． 

児童館，スーパーマーケットのみが欠けている地域の

分布をそれぞれ図－７，図－８に示した．児童館のみが

欠けている地域は市中心部の北側と南側の一部，上田・

緑ヶ丘にみられるが，最も規模が大きいのは盛南地区で

ある．ーパーマーケットのみが欠けている地域のうち規

模の比較的大きいものは市中心部，みたけ・青山，松園

でみられる． 

 

表-２ 1種のみが欠けている地域の面積と人口 

欠けている施設 面積（km2） カバー人口（人） 

保育園 1.2  250.3  

公園 0.0  2.9  

児童館 4.3  1034.9  

スーパーマーケット 2.7  509.0  

歯科 0.3  51.8  

その他の医療機関 1.6  330.2  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-７ 児童館のみが欠けている地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-８ スーパーマーケットのみが欠けている地域 

 

５. 考察 

 

（１）各施設のカバー範囲について 

 本分析では，各種施設の徒歩圏にカバーされる 0－4

歳人口割合を算出した．その結果，0－4歳人口の約 9

割は，徒歩圏内に公園があることが明らかになった．一

概に公園といっても施設の充実度等に差異があると考え

られるが，乳幼児の遊び場や散歩の場所が高い水準で整

備されていることがわかる．一方，児童館のカバー割合

は 4割に満たなかった．地域的には，比較的新しく，0

－4歳人口が増加傾向にある盛南地区の一部がカバーさ
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れていないことが示された． 

（２）利便性の高い地域の抽出  

保育園，公園，児童館，買い物 歯科，医療機関のい

ずれの 750ｍ圏にもカバーされている地域は市中心部，

上田，青山・みたけ等で大規模にみられた．カバーされ

る地域の 0－4歳人口は 1490.1人，12.31％であった．カ

バー範囲内はすでに 0－4歳人口が多いことを表す濃い

赤色となっているが，松園，上田・緑ヶ丘の一部には色

の薄い部分もみられており，これらの利便性の高い地域

に子育て世帯を誘導することで高い利便を享受する乳幼

児割合をあげることができると考えられる． 

 6種の子育て関連施設のうち5種のカバー範囲に入っ

ているが1種のみが欠けている地域で規模が大きかった

のは，児童館，スーパーマーケットのみが欠けている地

域であった．児童館は盛南地区，スーパーマーケットは

松園地区などで規模が大きく，これらの地域に整備また

は誘致を行うことで利便性の高い地域を拡大することが

できると考えられる． 

 

６. 結論 

 

本研究では，盛岡市における子育て関連の施設等の分

布を示すことにより子育てに関する施設の利便性の高い

地域を明らかにした．また今後の整備にむけて，優良な

子育て環境を効果的に整備できると考えられる地域を抽

出することができた． 
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